
研究内容（Research Topics） 

1. 芳香族化合物の位置選択的反応  

Site-selective reactions of aromatic compounds 

医薬品や生物活性物質には芳香族化合物が数多く含まれており、それらを効率的に合成す

る手法の開発は、新しい医薬品の創製や安定供給に大きく貢献します。私たちは芳香族化

合物の位置選択的反応に着目し、医薬品の機能制御や合成工程の短縮を目指した研究に

取り組んでいます。供給や生体内での安定性に問題を抱えていた低分子医薬品が新たな合

成経路の開拓や重水素の導入によって再び注目されると期待されます。 

 

 

2. ケミカルバイオロジーを志向した官能基選択的反応  

Functional group-selective reactions toward chemical biology 

生体環境下では多様な官能基が存在することから、特定の官能基のみを反応させることがで

きれば、新たな治療法の開発や生命現象の解明に大きく貢献します。私たちはこのような応

用を見据えた官能基選択的反応に着目し、ケミカルバイオロジーへの展開を目指した研究に

取り組んでいます。副作用などの理由で利用が難しかった低分子医薬品が抗体薬物複合体

やプロドラッグの開発によって再び活用されると期待されます。 
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